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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2022-2023年度クラブ方針 

「行動を起こして徳を積む」 

〔橋爪（誠）SAA〕 

井上君：宮尾様、本日の卓話よろしくお願いします。 

上野山（栄）君：凌君、あっという間の1年でした。宮尾さ

ん、本日はご無理申し上げました。よろしくお願い致しま

す。 

上野山（捷）君：宮尾隆弘様、ようこそ有田RCへお越し下

さいました。卓話よろしくお願い致します。 

橋爪（正）君：宮尾様、本日の卓話よろしくお願いします。

以前、有田ロータリークラブで米山奨学生として受け入

れていたドゥワル・スルヤ・キラン君一家が遊びに来まし

た。 

脇村君：宮尾隆弘様、本日の卓話よろしくお願いします。 

中村君：宮尾様、ようこそ有田RCへ。卓話楽しみです。凌

君、今日が最後の例会出席ですね。体に気を付けて頑

張って下さい！ 

松村君：宮尾隆弘様、お話楽しみです。 

中元君：宮尾隆弘様、本日の卓話よろしくお願いいたしま

す。 

木本君：SIL PALLET WORKS 宮尾隆弘様、ようこそ有田

ロータリークラブへ。本日の卓話宜しくお願い致します。 

児嶋君：ようこそ有田ロータリークラブへ。宮尾隆弘様、卓

話よろしくお願いします。 

菅原君：宮尾様、ようこそ有田ロータリークラブへ。卓話よ

ろしくお願い致します。凌君、一年間のお付き合いでし

たが、今日でお別れですね。4月から仕事頑張って下さ

い。 

嶋田君：宮尾隆弘様、卓話宜しくお願いします。楽しみに

しています。 

辻君：宮尾隆弘様、本日の卓話よろしくお願い致します。 

橋爪(誠）君：宮尾隆弘様、ようこそ有田RCへ。本日の卓話

よろしくお願いいたします。凌文彪君、今日がラスト例会

ですね。コロナ禍であまり対面の親睦が難しかったので

残念ですが、凌君の爽やかな笑顔が人生の武器になり
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前回の報告（第３０３４回例会） 

令和５年３月１６日(木）  

〔井上会長〕 

 

 

               〔親睦活動小委員会 辻委員長〕 

ゲスト：宮尾 隆弘氏（SIL PALLET WORKS） 

ビジター：凌 文彪君（米山奨学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和５年３月３０日 第３０３５回 

・外部卓話：玉置 陽子氏（紀美野町まちづくり） 

 「紀美野町に暮らして」 

・ソング：「おめでとう皆出席」 

  令和５年４月６日 第３０３６回 

・外部卓話：石井 沖彦氏（(株)石井建材店） 
 「激変・多様化する時代における弊社の対応について」 

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 
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点  鐘 

開催日 

３０３４ Nｏ． 

島 海碩 書 

ゲスト･ビジターの紹介 

ニコニコ箱の報告 

会 長 

幹 事 
R広報委員長  

井上 修平 

上野山栄作 

中村 吉伸 

米山奨学金授与 

 

井上会長より 

凌文彪君に3月分の

米山奨学金が授与

されました。 

 

  本日が最後の例会出席でした 

    凌君、これからも頑張って下さい‼ 

菅原カウンセラーから凌君へ 

応援のメッセージを頂きました 



２ 

水と衛生月間 

ますよ！今後も有田RCとの「つながり」を大切にして下

さい！！ 

 

 

        〔例会運営小委員会 上野山（捷）委員長〕 

本日の会員数２６名        

（出席規定免除会員８名）    

出席会員１８名 

（出席規定免除会員５名）  
 

 

〔井上会長〕 

「海南西RCの30周年記念式典に 

                  参加してきました」 

 本日よりマスクの着用は個人の判断

にお任せします。但し、室内の換気に

関してはSAAの橋爪さんにこれまで通

りお願いします。 

 3月も半ばを過ぎました。凌君の例会

出席は本日が最後となります。寂しく

なりますね。我社の販売スタッフもご子

息が卒業式とかで休んでいます。 

 さて12日の日曜日、海南西RCの記念式典に参加しま

した。地区のガバナー補佐として松村さんも参加していま

した。 

 私の席は有田南RC、有田2000RCを初め御坊RC、御

坊南RC、御坊東RCの各会長の計6名の卓でした。 

 昨年11月に有田ライオンズクラブの周年記念に出席し

ましたが、具体的に何がかは説明できませんが、やはりラ

イオンズクラブとロータリークラブの「空気」は違いました。

この感想が言えるのはたまたま今年会長をさせていただ

いたからだと感謝申し上げます。 

 今週からお彼岸に入ります。体調にはくれぐれも気を付

けてください。  
 

 

〔上野山（栄）幹事〕 

1.第9回定例理事会報告 

①3月4月例会プログラム(案)につい

て【承認】 

②2月試算表について【承認】 

③令和5年3月21日（火曜日）地区立

法案検討会に会長出席 

選挙人を井上会長とする【承認】 

④2023－24年 地区出向について 

社会奉仕委員会委員・RLI委員会副委員長に上野山栄

作会員に地区への推薦する【承認】 

⑤Million Dollars Meals100万ドルの食事を実施 【承認】 

実施日：4月6日 食事依頼先：橘家 

⑥2022年手続要覧の第7条について確認を理事会で共

有 

 有田RCでは、会長エレクト選任は、指名委員会で選考

しているため現行の有田RC細則で問題ないことを確

認。適宜変更の必要があれば対応することとした。【確

認】 

2.RI会長杯 ワールド・ゴルフ大会の案内が届く 

 5月の5日〜16日の間にプレーしてスコアを出して5月

27日に表彰式あり。 

 登録料は50ドル以上のポリオ指定寄付。詳しくは事務

局まで 

3.公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会よりハイライ

トよねやま276号が届く 回覧 

4.地区より新旧合同「クラブ社会奉仕委員長会議」のご

案内が届く 

5.有田経済クラブより通常総会の報告書が届く 

6.田辺東RCから週報が届く 回覧 

 

 

     

     〔クラブ広報小委員会 應地副委員長〕 

【横書】 

7ページ「地域の森活用術」 

 各地域での森の再生への取組方法

を紹介しています。 

登山をしていると間伐材がそのまま放

置されているのが目に付きます。間伐

材利用が経済的に成り立たないから

でしょうがもったいないことです。コロナ

が流行してから世界的な流通が滞り、国内産の木材の需

要が高まったとニュースで見たことがあります。今はどうな

んでしょうか？森は土石流を防ぎ漁業にも良い影響をも

たらします。 

 また里山を整備するのも大切なことです。現在は里山

が宅地開発され、少なくなってきています。里山は森の

動物達と人間世界との緩衝地帯です。森の活用にはどこ

かの過程で無償のボランティアが関わる必要があると考

えます。ここにロータリーが関わることができる余地がある

のではないでしょうか？森の再生に付いて考えてみてく

ださい。 

20ページ左下 

 「情熱を失ったロータリー会員のやる気を取り戻すには

どうしたら」というのがあります。答えはあまり納得できるも

のではありませんでした。 

 まさに私のことかな？私の場合はまず例会に出ることで

しょうね。今、先輩方が「例会が一番大事」と言ってた理

由を実感しています。 
 
 

 

 

※親睦活動小委員会〔辻委員長〕 

 親睦家族旅行について 

※R財団.米山記念奨学委員会〔児嶋委員長〕 

 中村吉伸君より、米山特別寄付金、ロータリー財団特

別寄付金を頂きました。多額のご献金ありがとうございま

した。 

※ロータリー財団委員会〔中元委員〕 

 3月5日に財団補助金セミナーに出席してきました。地

区補助金事業は5月に募集を開始するとのことです。次

年度に利用する場合は、早めに事業計画の作成よろしく

お願いします。 

 幹事報告  

会長の時間 

ロータリー友誌の紹介 

出 席 報 告              

委員会報告 



 

 

 

   

   SIL PALLET WORKS 

   宮尾 隆弘 氏 

 

 

 

「～UPCYCLE～ 再び命を吹き込む」 
 SILは有田川町水尻で廃パレットに特化したアップサイ

クル業務を行っています。 

 アップサイクルとは、不要になった物をそのまま活かし

つつ、手を加えて新しい製品に作り変え、廃棄物や不要

になった製品を、より価値のある新しい製品に生まれ変

わらせる事を指します。 

 私はSILを立ち上げる以前、有田川町にある障害福祉

施設で約16年間勤務しておりました。仕事自体は好き

で、一生続けていきたいと思っていました。しかし、突然、

心臓の病で、この職場を退職せざるを得ない状況になり

ました。 

 今後の事を考えている中、私の人生にとってとても大切

な出会いが3つありました。 

 1つは「道具」との出会いです。 

 有田川町の建具店で、処分されてしまう建具機械を譲

り受ける事となりました。そこには見た事の無い機械がた

くさん並んでいました。その中から、トラックに乗せられる

機械を乗せて持ち帰りました。 どんな機械でどのように

動くのか、何のために使う機械なのか全くわからず、知識

のある大工さんや、家具職人さんに使い方などを教えて

頂きました。うまく使えるようになるまで1年ほどかかりまし

た。 

 2つ目は「廃棄されるパレット」との出会いです。 

 青果市場の方と話をしている際「パレットの廃棄に困っ

ている」をいう話を聞きました。 

 実際、パレットを見た時、素直に「もったいないな」と感

じました。と同時に自分なら何かに変えられるのではない

かと思いました。 

 3つ目は「人」との出会いです。 

 ある店舗の店舗什器作成の仕事を頂く機会がありまし

た。 

 什器製作で物造りの楽しさや、人の温かさを知ることが

出来、それ以来、この仕事にのめり込んでいく事になりま

した。 

 私がSILを立ち上がる際、自分のこれからの生き方を考

える中で、自分自身に理念をもっていこうと思いました。 

前職では「仕事はしんどいもの」という考え方でひたすら

がむしゃらに突き進んでいました。 

 笑顔の少ない自分が嫌だった事を思い出します。 

 これからの人生を笑って楽しく過ごしたいと言う思いか

ら、自分自身の理念を社名にする事にしました。Smile Is 

Lifeの頭文字をとり社名をSILとしました。 

 現在は仕事が趣味以上のものになり、毎日が楽しくて

仕方がない人生を送っています。 

 今後も人との出会いを大切にしながら後悔しない生涯

を送りたいと思っています。 

 

  

 

 

 

 

 

  
     

 

 

 

 

 

          

          

         

水と衛生月間 

３ 

日程 4月の例会プログラム 

4/6(木) 

外部卓話 

 石井 沖彦 氏 

（(株)石井建材店 代表取締役） 

「激変・多様化する時代に 

おける弊社（産業廃棄物処理業）

の対応について」 

4/13(木) 
外部卓話 

 和歌山放送 代表取締役社長 

4/20(木) 
外部卓話 

 池田 勇人 氏 

4/27(木) 休会 

 卓 話 

閉会・点鐘 〔井上会長〕 

第2640地区米山記念奨学生・ 

             2022年度修了式   

2023年3月19日（日） 

修了生代表として 

凌君が開会の挨拶をしました 



 

   
   

水と衛生月間 

４ 

2022-23年度  親睦家族旅行 
2023年3月26日（日）    in 神戸 


